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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、AMP活性化タンパク質キナーゼ（AMPK）の調節サブユニットです。AMPKは、α触媒サブユニットと非触媒βおよびγサブユニットからなるヘテロ三量体です。AMPKは、細胞のエネルギー状態を監視する重要なエネルギー感知酵素です。細胞の代謝ストレスに応答して、AMPKは活性化され、脂肪酸とコレステロールのde novo生合成の調節に関与する重要な酵素であるアセチルCoAカルボキシラーゼ（ACC）とβ-ヒドロキシβ-メチルグルタリルCoA還元酵素（HMGCR）をリン酸化して不活性化します。このサブユニットは、AMPK活性の正の調節因子である可能性があります。このサブユニットのミリストイル化とリン酸化は、AMPKの酵素活性と細胞内局在に影響を及ぼすことが示されている。このサブユニットは、AMPK複合体の会合を媒介するアダプター分子としても機能する可能性があります。 [providedfunction:AMPKは、アセチルCoAカルボキシラーゼのリン酸化を介して脂肪酸合成を調節する。また、ヒドロキシメチルグルタリルCoA還元酵素およびホルモン感受性リパーゼのリン酸化と不活性化を介してコレステロール合成も調節する。これは調節サブユニットであり、AMPK活性の正の調節因子である可能性がある。また、触媒αサブユニットのアダプター分子として機能する可能性もある。,PTM:リン酸化。,類似性:5'-AMP活性化プロテインキナーゼβサブユニットファミリーに属する。,サブユニット:α触媒サブユニット、βサブユニット、およびγ非触媒調節サブユニットのヘテロ三量体。FNIP1およびFNIP2と相互作用する。,
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	AMPK beta1（リン酸化Ser181）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	AMPK beta1（リン酸化Ser181）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト骨格筋の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	COLO205細胞およびHUVEC細胞のライセートをAMPK beta1（リン酸化Ser181）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化AMPKβ1（S182）ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウエスタンブロット解析。

